
地
大
隊
六
を
第
十
四
方
面
軍
（
比
島
）
に
、
挺
進
戦
隊
四
、
同

基
地
大
隊
四
を
第
三
十
二
軍
（
沖
縄
）
戦
闘
序
列
に
編
入
（
命

第
一
〇
〇
六
号
）

。

昭
和
十
九
年
八
月
三
十
一
日
、
軍
令
甲
第
一
二
〇
号
に
よ
り
、

海
上
挺
進
部
隊
第
二
次
臨
時
編
成
が
な
さ
れ
た
。

注
　
海
上
挺
進
戦
隊
二
〇
、
同
基
地
隊
本
部
四
、
同
基
地
大

隊
二
〇
を
編
成
。
次
の
如
く
戦
闘
序
列
に
編
入
（
命
第
一
一
三

八
号
）

。
区

分
　
　
第14

方
面
軍
　
台
湾
軍
　
第32

軍

海
上
挺
進
戦
隊
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
五
　
　
　
五

同
基
地
隊
本
部
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

同
基
地
大
隊
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
五
　
　
　
五

で
あ
る
。
今
井
さ
ん
所
属
の
台
湾
軍
（
後
の
第
十
方
面
軍
）
に

は
、
海
上
挺
進
戦
隊
　
五
、
海
上
挺
進
基
地
隊
本
部
　
一
、
同

基
地
大
隊
　
一
、
が
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

生
死
は
紙
一
重

ノ
モ
ン
ハ
ン
と
台
湾
沖
　 

滋
賀
県
　
渡
邊
進
　 

私
は
大
正
六
年
四
月
十
日
、
大
阪
市
大
正
区
大
正
通
六
丁
目

一
〇
六
（
当
時
）

、
父
甚
一
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
家

族
は
父
母
、
弟
二
人
、
使
用
人
四
人
の
牛
乳
販
売
店
の
家
の
長

男
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
二
年
徴
集
で
甲
種
合
格
、
入
営
は
同
十
三
年
一
月
十

日
、
和
歌
山
の
加
太
の
重
砲
兵
連
隊
へ
入
営
し
ま
し
た
が
、
一

カ
月
後
身
体
検
査
が
あ
り
、
胸
部
疾
患
で
帰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
私
の
軍
歴
に
は
そ
の
こ
と
が
記
入
さ
れ
ず
、
軍
歴
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
改
め
て
徴
兵
検
査
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
昭
和
十
三
年
一
月
に
動
員
が
か
か
り
、
和
歌
山
か

ら
満
州
の
阿
城
へ
部
隊
は
移
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
身

体
検
査
が
あ
り
私
は
満
州
行
き
か
ら
除
外
さ
れ
、
帰
郷
に
さ
れ

た
こ
と
が
後
で
分
か
り
ま
し
た
。
和
歌
山
に
は
重
砲
兵
連
隊
が



な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
兵

籍
簿
に
は
、

「
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
現
役
兵
と
し
て
旅
順
重
砲
兵
連
隊

第
一
中
隊
入
営
、
同
年
八
月
三
日
本
部
及
高
射
砲
中
隊
編
成

下
令
、
同
日
旅
順
出
発
…
…
」

と
あ
り
ま
す
。
前
に
申
し
た
ご
と
く
、
昭
和
十
三
年
一
月
十
日

の
和
歌
山
入
営
の
こ
と
は
何
も
記
入
さ
れ
ず
、
階
級
も
昭
和
十

四
年
三
月
十
日
砲
兵
二
等
兵
と
あ
り
、
十
三
年
の
兵
役
一
カ
月

は
記
録
が
な
く
空
白
と
い
う
こ
と
で
、
無
籍
者
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
私
は
十
三
年
徴
集
兵
（
大
正
七
年
生
れ
）
と
し
て
、
昭
和
十

四
年
一
月
、
満
州
関
東
州
の
旅
順
重
砲
兵
連
隊
入
営
で
す
が
、

召
集
兵
と
同
じ
よ
う
な
現
役
兵
だ
っ
た
の
で
す
。
旅
順
に
入
っ

て
教
育
は
や
り
直
し
で
し
た
が
、
私
の
扱
い
は
胸
部
疾
患
の
こ

と
も
あ
り
、
健
康
保
護
兵
と
な
り
訓
練
も
受
け
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、
一
期
検
閲
ま
で
は
見
学
だ
っ
た
。
前
年
の
加
太
の
と
き
は

幹
部
候
補
生
志
願
で
し
た
が
旅
順
で
は
再
提
出
せ
ず
だ
っ
た
の

で
幹
候
無
し
で
し
た
。

旅
順
重
砲
兵
連
隊
は
攻
城
重
砲
で
、

一
五
セ
ン
チ
加
農
砲
と
、

二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
両
方
の
教
育
を
受
け
る
の
で
す
が
、
主
と

し
て
は
加
農
砲
で
し
た
。
し
か
し
、
私
は
健
康
保
護
兵
の
た
め

見
学
の
み
。
検
閲
後
は
、
観
測
、
通
信
、
一
般
、
車
両
な
ど
で
、

適
性
検
査
で
私
は
通
信
に
回
さ
れ
ま
し
た
。

観
測
は
六
人
、
通
信
も
六
人
く
ら
い
、
初
年
兵
、
二
年
、
三

年
兵
各
々
六
～
七
人
ぐ
ら
い
、
他
は
一
般
に
回
さ
れ
る
。
観
測
、

通
信
採
用
が
少
な
い
の
は
優
秀
と
い
う
か
、
そ
れ
で
決
め
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
通
信
は
百
個
ほ
ど
の
字
を
見
て
感
度
を
調
べ

ら
れ
選
ば
れ
る
。
観
測
は
数
字
計
算
と
い
う
か
数
学
の
得
意
な

者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

私
は
通
信
適
正
と
な
り
取
ら
れ
た
と
思
う
。
車
両
は
自
動
車

運
転
の
で
き
る
者
、
そ
の
他
一
般
の
人
は
経
験
の
な
い
大
砲
故

体
力
の
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
。
私
は
重
砲
の
砲
弾

な
ど
抱
え
ら
れ
な
い
。
砲
座
の
開
脚
は
ジ
ャ
ッ
キ
で
上
げ
、
開

く
の
だ
が
、
力
の
弱
い
私
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
重
砲
隊
は
相

撲
取
り
み
た
い
な
大
き
い
人
が
多
く
、
私
は
体
が
一
番
小
さ
く

非
力
で
し
た
。

昭
和
十
四
年
に
動
員
が
か
か
っ
た
。
私
は
初
年
兵
で
訓
練
中

で
し
た
。
動
員
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
行
き
の
た
め
で
し
た
。
そ
の
と



き
、
私
の
運
命
が
、
死
か
ら
生
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
初
年
兵

の
私
ら
は
未
だ
訓
練
中
故
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
へ
は
、
昭
和
十
二
年

徴
集
の
二
年
兵
、
十
一
年
徴
集
の
三
年
兵
が
一
五
セ
ン
チ
加
農

砲
二
門
を
持
っ
て
、
一
個
中
隊
八
十
人
ぐ
ら
い
全
員
出
動
し
ま

し
た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
戦
況
不
利
、
苦
戦
の
状
況
で
あ
り
、
そ

の
補
充
要
員
と
し
て
の
出
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。旅
順
重
砲
兵
連
隊
の
要
塞
砲
（
二
十
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
等
）

は
据
え
付
け
た
ま
ま
、
第
一
中
隊
は
加
農
砲
、
第
二
中
隊
は
高

射
砲
と
照
空
燈
で
二
個
中
隊
編
成
で
す
。
残
留
者
の
私
は
加
農

砲
が
な
い
の
で
第
二
中
隊
へ
編
入
と
は
名
の
み
で
、
私
た
ち
初

年
兵
に
対
し
、
直
ぐ
ノ
モ
ン
ハ
ン
へ
行
け
と
命
令
が
下
り
ま
し

た
。

正
規
の
砲
が
な
い
の
で
支
那
事
変
の
歯
獲
野
砲
を
持
っ
て
、

内
蒙
古
、
ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ャ
ン
へ
行
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

ハ
ル
ハ
ガ
へ
明
日
に
も
出
動
す
べ
く
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
前
線
全
滅
、
砲
は
全
部
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

情
報
が
入
り
ま
し
た
。
我
々
は
北
支
で
戦
利
品
野
砲
を
あ
て
が

わ
れ
、
先
遣
隊
が
ハ
ル
ハ
ガ
ま
で
行
っ
た
が
、
九
月
五
日
停
戦

協
定
締
結
と
な
り
私
は
ハ
ル
ハ
ガ
へ
は
行
か
ず
に
済
み
ま
し
た
。

停
戦
前
の
待
機
の
と
き
、
部
隊
は
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
我
々

旅
順
重
砲
兵
連
隊
は
■
獲
野
砲
を
持
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
先

輩
が
や
ら
れ
た
の
で
仇
討
の
つ
も
り
、
戦
闘
帽
な
ど
捨
て
て
鉢

巻
き
で
行
か
せ
て
く
れ
と
隊
長
に
言
う
ほ
ど
の
意
気
込
み
で
し

た
。

あ
わ
て
者
の
中
に
は
帽
子
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
て
、

死
を
決
し
て
い
た
の
で
大
変
な
意
気
込
み
で
し
た
。

ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ャ
ン
で
の
待
機
の
時
の
こ
と
を
重
複
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
話
を
し
て
み
ま
す
。
そ
の
と
き
部
隊
の

十
五
セ
ン
チ
加
農
砲
な
ど
兵
器
は
捕
ら
れ
て
無
い
。
我
々
は
補

充
に
行
っ
た
が
、
重
砲
は
同
じ
第
一
中
隊
で
全
滅
（
部
隊
が
ノ

モ
ン
ハ
ン
出
動
後
私
は
第
二
中
隊
）

、
第
二
中
隊
は
高
射
砲
だ

か
ら
旅
順
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
十
三
年
に
入
営
し
た
和
歌
山
加
太
の
重
砲
兵
が
満
州
へ

移
っ
た
阿
城
重
砲
も
動
員
さ
れ
ハ
ル
ハ
ガ
へ
行
か
さ
れ
た
と
聞

き
ま
す
。
重
砲
は
本
来
後
方
か
ら
撃
つ
の
だ
が
、
ハ
ル
ハ
ガ
で

は
重
砲
が
第
一
線
に
出
て
戦
っ
た
。
ソ
連
の
砲
弾
が
飛
ん
で
来

る
が
、

我
が
十
五
加
農
砲
弾
が
敵
の
陣
地
に
届
か
な
い
と
い
う
。

阿
城
の
は
新
し
い
九
六
式
十
五
加
農
だ
と
い
っ
て
い
た
が
ど
こ

で
戦
っ
た
の
か
分
か
ら
ぬ
。
先
ほ
ど
申
し
た
よ
う
に
、
阿
城
重



砲
は
和
歌
山
が
行
っ
た
部
隊
だ
っ
た
の
で
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ヤ
ン
、
興
安
北
省
の
先
が
ノ
モ
ン
ハ
ン
地
区

で
満
州
里
か
ら
西
の
方
で
し
た
。
我
々
は
対
空
双
眼
鏡
で
監
視

任
務
を
持
た
さ
れ
、
ハ
ロ
ン
ア
ル
シ
ヤ
ン
の
山
の
上
か
ら
ハ
ル

ハ
ガ
を
見
た
ら
、
部
隊
ら
し
い
の
が
来
る
の
が
見
え
て
、
第
六

軍
の
参
謀
が
飛
ん
で
来
ら
れ
こ
れ
を
報
告
し
た
。
帰
っ
て
来
た

の
は
日
本
軍
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
見
た
と
き
は
多
勢
の
部

隊
が
流
れ
る
よ
う
に
来
る
の
で
、
参
謀
は
「
よ
く
見
付
け
て
く

れ
た
」
と
褒
め
て
く
れ
、
そ
れ
に
応
ず
る
警
戒
命
令
が
出
さ
れ

た
。上
空
に
ソ
連
の
ミ
グ
戦
闘
機
が
飛
ん
で
来
て
、
銃
撃
を
受
け

た
り
空
爆
も
あ
り
ま
し
た
。
場
所
が
ノ
モ
ン
ハ
ン
の
続
き
で
し

た
か
ら
。
あ
の
地
方
に
は
パ
オ
（
原
住
民
の
天
幕
式
住
居
）
が

あ
り
、
夜
間
あ
ち
こ
ち
か
ら
信
号
の
点
滅
が
あ
り
ま
し
た
。
蒙

古
人
・
白
系
露
人
が
多
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
山
の
監
視
所

へ
は
自
動
車
で
行
く
が
、
途
中
で
狼
な
ど
多
く
出
て
き
た
。
待

機
の
期
問
は
二
カ
月
間
ぐ
ら
い
で
し
た
。
停
戦
協
定
が
出
た
の

で
旅
順
へ
戻
っ
た
が
、
そ
の
間
は
三
カ
月
く
ら
い
で
し
た
。
私

が
胸
部
疾
患
で
昭
和
十
三
年
現
役
で
そ
の
ま
ま
い
た
ら
、
阿
城

に
移
動
し
た
和
歌
山
太
加
重
砲
に
い
て
も
、
旅
順
重
砲
兵
連
隊

に
い
て
も
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
出
動
し
、
他
の
戦
友
と
同
様

に
戦
死
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、
生
死
を
分
け
た
第
一

回
目
で
す
。

旅
順
重
砲
は
空
に
な
っ
て
い
て
、
重
砲
の
跡
に
満
州
第
一
二

一
六
部
隊
が
入
っ
て
い
て
、
そ
こ
へ
我
々
は
帰
り
ま
し
た
。
そ

の
部
隊
は
一
五
〇
人
く
ら
い
の
召
集
兵
で
、
私
は
炊
事
班
長
に

な
り
一
五
〇
人
の
給
与
を
し
た
が
、
正
式
の
班
長
は
召
集
の
年

配
の
下
士
官
で
し
た
。
私
は
健
康
保
護
兵
の
と
き
、
炊
事
の
助

手
を
し
て
い
た
の
で
こ
の
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
上
の
下
士
官

は
古
い
の
で
や
り
に
く
か
っ
た
。

兵
籍
簿
に
よ
れ
ば
、

「
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日
独
立
重
砲
兵
第
一
大
隊
編
時

編
成
、
昭
和
十
七
年
四
月
六
日
、
野
砲
重
砲
第
五
連
隊
補
充

隊
へ
帰
還
を
命
ず
、
四
月
十
日
旅
順
出
発
、
同
二
十
四
日
門

司
港
上
陸
、
同
日
補
充
隊
到
着
、
五
月
三
日
陸
軍
兵
長
、
現

役
満
期
、
同
四
日
予
備
役
編
入
」

と
あ
り
ま
す
。
補
充
隊
は
小
倉
で
し
た
。

除
隊
の
と
き
、
次
の
召
集
が
く
る
ぞ
と
言
わ
れ
て
い
て
、
早



く
結
婚
せ
よ
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
勤
務
し
て
い
た
関
西
電
力

は
休
職
だ
っ
た
の
で
復
職
、
親
が
決
め
て
い
た
従
妹
と
、
十
月

十
七
日
結
婚
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
婚
礼
で
す
か
ら
、
国
民

服
、
丸
坊
主
姿
、
神
社
で
質
素
な
も
の
で
し
た
。
今
で
も
、
も

う
一
度
結
婚
式
を
や
り
直
そ
う
か
な
ど
笑
い
話
を
し
て
い
る
程

の
形
だ
け
の
挙
式
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
十
日
、
船
舶
工
兵
第
九
連
隊
補
充
隊
入
隊

の
召
集
令
状
が
き
ま
し
た
。
同
日
船
舶
通
信
隊
補
充
隊
転
属
、

十
月
二
十
八
日
、
船
舶
通
信
第
四
大
隊
臨
時
編
成
が
下
令
さ
れ

ま
し
た
。
同
大
隊
に
同
月
三
十
一
日
転
属
、
と
兵
籍
簿
に
あ
り

ま
す
が
、
本
部
が
上
海
で
、
私
の
行
く
小
隊
は
台
湾
で
し
た
。

召
集
兵
一
五
〇
人
で
兵
長
は
私
一
人
だ
け
で
他
は
兵
隊
だ
け
。

輸
送
指
揮
官
は
少
尉
で
、
そ
の
編
成
前
に
下
士
官
五
十
人
ほ
ど

の
試
験
が
あ
る
の
で
「
次
に
呼
ば
れ
た
者
は
受
験
せ
よ
」
と
言

う
。
何
だ
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
決
め
ら
れ
た
日
時
に
行
っ
た

ら
、
下
士
官
が
多
く
兵
長
は
二
～
三
人
、
他
は
曹
長
、
軍
曹
、

伍
長
。
試
験
は
軍
人
勅
諭
で
、
白
紙
一
枚
に
礼
儀
の
項
を
書
け

と
言
わ
れ
た
。

私
は
ほ
と
ん
ど
全
部
書
け
た
と
思
う
。「
渡
辺
、
お
前
は
船

舶
通
信
第
四
大
隊
本
部
の
書
記
と
し
て
、
台
湾
へ
行
か
ず
上
海

へ
行
け
」
と
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
、
単
独
で
上
海
へ
と
な
る
と
、

輸
送
指
揮
官
は
台
湾
行
き
は
兵
隊
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
私
の
上

海
行
き
に
対
し
異
議
を
申
さ
れ
た
と
い
う
。
広
島
へ
集
ま
っ
た

の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
部
隊
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
か
ら
適
性
を
見

ら
れ
た
ら
し
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
が
私
を
死
か
ら
生
へ
転
換
さ
せ
た
第
二
の
運
命
の

分
か
れ
で
し
た
。
輸
送
指
揮
官
の
少
尉
の
人
は
私
を
一
緒
に
連

れ
て
い
く
つ
も
り
で
い
た
が
、
一
五
〇
人
の
兵
隊
と
十
二
月
二

十
八
日
出
帆
、
台
湾
へ
と
行
き
ま
し
た
。

私
一
人
は
十
二
月
二
十
八
日
、
朝
鮮
経
由
で
大
陸
へ
、
山
海

関
、
徐
州
、
南
京
、
上
海
と
行
き
ま
し
た
が
、
徐
州
あ
た
り
で

敵
襲
が
あ
り
ま
し
た
。
私
一
人
は
軍
服
で
他
は
全
部
中
国
人
の

客
車
だ
っ
た
の
で
、
四
日
間
は
寂
し
い
と
い
う
か
、
不
安
で
熟

睡
で
き
な
か
っ
た
が
、
無
事
上
海
楊
樹
甫
の
昭
和
島
と
い
う
小

島
へ
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
の
大
隊
本
部
に
着
い
た
の
が
、
昭
和

二
十
年
一
月
五
日
で
し
た
。

私
と
別
れ
た
一
五
〇
人
の
兵
隊
は
台
湾
の
高
雄
港
へ
着
く
前

日
、
安
平
沖
で
グ
ラ
マ
ン
機
の
襲
撃
を
受
け
全
員
戦
死
し
て
し



ま
い
ま
し
た
。
奇
し
き
縁
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
た
だ
一
人
上

海
の
本
部
へ
書
記
と
し
て
到
着
し
た
私
が
知
っ
た
の
は
そ
の
悲

報
で
あ
り
、
そ
の
戦
友
た
ち
の
功
績
名
簿
、
戦
時
名
簿
な
ど
を

全
部
処
理
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
し
た
。

船
舶
通
信
第
四
大
隊
本
部
は
上
海
で
す
が
、
厘
門
、
広
東
、

台
湾
な
ど
に
分
遣
隊
が
あ
り
、
通
信
、
情
報
、
通
過
艦
艇
と
の

連
絡
な
ど
を
す
る
の
が
任
務
で
し
た
。
私
が
上
海
へ
行
く
ま
で
、

下
士
官
試
験
を
受
け
な
が
ら
、
広
島
か
ら
呉
へ
行
き
、
軍
用
船

に
乗
り
込
み
、
上
海
の
本
部
へ
状
況
報
告
し
、
別
に
兵
站
部
か

ら
船
舶
の
出
発
時
刻
や
行
先
を
聞
い
て
本
部
へ
連
絡
を
し
て
い

ま
し
た
。
先
に
申
し
た
よ
う
に
輸
送
船
、
軍
用
船
な
ど
の
連
絡

が
船
舶
通
信
隊
の
業
務
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
六
、
七
月
こ
ろ
、
上
海
か
ら
南
京
へ
移
動
の
命

令
が
出
て
集
結
し
、
終
戦
は
南
京
で
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
待

機
中
、
書
類
と
い
う
書
類
（
人
事
、
功
績
簿
関
係
）
は
全
部
焼

か
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
書
記
を
し
て
い
た
の
で
、
東
京
の
陸
軍

省
軍
務
局
へ
出
す
書
類
を
作
成
し
送
付
し
て
い
ま
し
た
。
一
部

は
隊
に
残
し
て
お
い
た
の
だ
が
そ
れ
も
全
部
焼
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
自
分
の
戦
時
名
簿
だ
け
は
記
念
と
い
う
か
記
録
と
し

て
密
か
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

待
機
し
て
い
た
南
京
で
は
、
い
つ
帰
れ
る
か
不
明
な
の
で
、

自
給
自
足
の
た
め
百
姓
ま
が
い
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
帰

国
は
予
想
よ
り
早
く
、
上
海
の
呉
淞
港
か
ら
Ｌ
Ｓ
Ｔ
（
上
陸
用

舟
艇
）

で
佐
世
保
へ
着
い
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
一
月
で
し
た
。

頭
か
ら
体
中
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
撒
か
れ
（
し
ら
み
、
の
み
な
ど
の
駆

除
）
復
員
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
家
は
大
阪
だ
っ
た
の
で
、
通
信
で
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼

け
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
家
族
と
の
音
信
も
な

く
、
帰
国
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
不
能
で
し
た
。
恐
ら
く
家
も
焼

け
た
は
ず
と
判
断
し
、
家
内
の
故
郷
の
岡
山
へ
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
大
阪
は
焼
け
、
母
の
実
家
奈
良
の
山
奥
の
榛
野
町
に
疎
開

し
、
さ
ら
に
家
内
は
母
の
知
り
合
い
、
大
和
高
田
へ
疎
開
し
物

置
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
父
は
空
襲
の
と
き
、
知
人
の
荷

物
を
運
ん
で
い
て
転
倒
大
け
が
し
、
そ
れ
が
原
因
で
病
床
に
あ

る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
大
正
十
五
年
生
ま
れ
の
弟
は
幹
部
候

補
生
の
ま
ま
で
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
次
弟
は
出
征
中
で
未
帰
還

（
後
八
月
ご
ろ
帰
国
）
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
一
月
二
十
日
ご
ろ
、
父
・
母
・
妻
・
長
女
の
待
つ
大



和
高
田
へ
帰
り
、
重
傷
の
父
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
父

は
死
ぬ
前
「
苦
労
を
か
け
た
な
」
の
一
言
を
残
し
て
、
一
月
三

十
日
に
死
に
ま
し
た
。
家
族
の
皆
は
、
親
父
は
私
の
帰
る
の
を

待
っ
て
い
た
よ
う
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
昭
和
三
十
六

年
に
死
亡
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
親
孝
行
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
、
復
員
後
、
関
西
電
力
に
復
職
し
定
年
ま
で
勤

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
、
高
雄
沖
で
の
海
没
と
、
百
何

十
分
の
一
の
確
率
で
私
は
生
き
て
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
し
、
あ
の
と
き
、
胸
部
疾
患
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
船
舶
通

信
第
四
大
隊
要
員
一
五
〇
人
中
た
だ
一
人
、
本
部
勤
務
と
な
っ

た
下
士
官
試
験
で
軍
人
勅
諭
の
礼
儀
の
項
を
間
違
っ
て
い
た
な

ら
、
こ
れ
が
私
を
死
か
ら
生
へ
転
換
さ
せ
た
運
命
だ
っ
た
の
で

す
。ま
た
、
中
国
か
ら
の
復
員
の
昭
和
二
十
一
年
一
月
と
は
最
も

早
い
帰
還
で
あ
り
、
そ
の
た
め
重
傷
の
父
親
と
会
う
こ
と
が
で

き
、
父
を
安
堵
さ
せ
、
あ
の
世
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

弟
も
無
事
帰
還
、
妻
子
も
戦
災
の
中
生
き
延
び
再
会
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
う
に
つ
け
、
私
は
幸
せ
で
あ
っ
た

と
思
い
つ
つ
も
戦
没
戦
友
の
冥
福
を
祈
る
人
生
で
も
あ
り
ま
す
。

重
砲
兵
第
七
連
隊

沖
縄
戦
で
生
き
残
れ
た
私
　 

沖
縄
県
　
島
袋
全
裕
　 

私
は
大
正
十
四
年
、
那
覇
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
本
籍
は

戦
前
は
西
新
町
三
ノ
十
三
、

戦
後
の
現
在
は
辻
一
丁
目
十
ノ
一
、

現
住
所
は
桶
川
一
丁
目
二
六
ノ
二
四
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
九
年
四
月
、
国
家
総
動
員
法
、
学
徒
動
員
に
よ
っ
て

戦
局
が
緊
迫
し
て
い
る
沖
縄
で
陣
地
構
築
に
従
事
し
、
さ
ら
に

海
軍
航
空
隊
小
禄
飛
行
場
（
現
那
覇
飛
行
場
）
設
営
隊
勤
務
、

十
月
、
小
禄
海
軍
航
空
守
備
隊
高
射
機
関
銃
中
隊
が
米
軍
機
に

よ
り
襲
撃
を
受
け
る
。
南
西
諸
島
大
空
襲
あ
り
対
空
防
空
戦
に

突
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
現
役
入
営
す
る
直
前
ま
で
の
、

沖
縄
な
ら
び
に
私
自
身
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
九
年
十
月
十
五
日
、
沖
縄
守
備
軍
で
あ
る
第
三
十
二

軍
、
與
那
原
の
重
砲
兵
第
七
連
隊
（
球
四
一
五
二
部
隊
）
に
入




